
第２号議案

令和元年台風第１９号による災害に伴う県立高等学校及び県立中学校の

入学者選抜手数料等の特例に関する規則の制定について

令和元年台風第１９号による災害に伴う県立高等学校及び県立中学校の入学者選

抜手数料等の特例に関する規則を別紙のとおり制定する。

令和元年１２月１８日提出

宮城県教育委員会教育長 伊 東 昭 代

第２号議案
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令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
よ
る
災
害
に
伴
う
県
立
高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の

特
例
に
関
す
る
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
県
立
学
校
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
附

則
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
よ
る
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者

に
係
る
県
立
高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
入
学
者
選
抜
手
数
料
、
寄
宿
舎
料
及
び
入
学
金
（
以
下
「
入
学
者
選
抜

手
数
料
等
」
と
い
う
。
）
の
特
例
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の
免
除
）

第
二
条

県
立
学
校
の
生
徒
若
し
く
は
県
立
学
校
を
受
験
し
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
生
徒
等
」
と

い
う
。
）
又
は
生
徒
等
と
生
計
を
一
に
す
る
者
が
、
令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
よ
る
災
害
に
よ
り
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
生
活
の
基
盤
を
確
保
で
き
な
い
た
め
生
活
が
困
難
と
な
っ
た

と
き
は
、
当
該
生
徒
等
に
係
る
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

住
居
の
全
壊
又
は
半
壊

二

住
居
の
流
失

三

世
帯
の
収
入
の
著
し
い
減
少

（
免
除
の
手
続
）

第
三
条

入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
保
護
者

（
親
権
を
行
う
者
又
は
後
見
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
連
署
し
た
申
請
書
（
別
記
様
式
）
に
前
条
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
入
学
者
選
抜
手
数
料
の
免
除
に
あ
っ
て
は
受
験
す
る
学
校
の
長

に
、
寄
宿
舎
料
及
び
入
学
金
の
免
除
に
あ
っ
て
は
在
学
す
る
学
校
の
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
条
例
第
七
条
第
三
項
、
第
四

項
及
び
第
六
項
に
規
定
す
る
徴
収
期
限
（
以
下
「
徴
収
期
限
」
と
い
う
。
）
ま
で
（
既
に
納
付
し
た
入
学
者
選
抜
手

数
料
の
免
除
を
申
請
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
受
験
す
る
学
校
の
長
が
別
に
定
め
る
日
ま
で
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
学
校
の
長
（
以
下
「
学
校
長
」
と
い
う
。
）
は
、
前
項
の
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
必
要

（別紙）
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な
事
項
を
調
査
の
上
、
免
除
の
適
否
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
徴
収
期
限
の
変
更
）

第
四
条

学
校
長
は
、
申
請
者
が
第
二
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
徴
収
期
限
ま
で
に
提

出
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
徴
収
期
限
を
学
校
長
が
指
定
す
る
日
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
免
除
の
取
消
し
）

第
五
条

学
校
長
は
、
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の
免
除
の
決
定
を
行
っ
た
場
合
に
お
い

て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
免
除
の
決
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

申
請
者
が
偽
り
そ
の
他
不
正
な
行
為
に
よ
り
免
除
の
決
定
を
受
け
た
と
き
。

二

免
除
の
決
定
を
受
け
た
後
、
第
二
条
に
規
定
す
る
者
が
、
同
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
が
判
明

し
た
と
き
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
を
受
け
た
者
か
ら
は
、
そ
の
取
消
し
に
係
る
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
を
徴
収
す
る
も

の
と
す
る
。

（
委
任
）

第
六
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の
特
例
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
長
が
別

に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別記様式（第３条関係）

入学者選抜手数料・寄宿舎料・入学金免除申請書

年 月 日

宮城県 学校長 殿

申請者（ 科 学年 組）

住 所

氏 名

（本人署名又は記名押印）

保護者

住 所

氏 名

（本人署名又は記名押印）

下記の理由により，入学者選抜手数料・寄宿舎料・入学金の免除を受けたいので承認く

ださるよう申請します。

記

１ 免除申請の理由

２ 添付書類

罹災証明書，死亡診断書，その他（ ）

（ ） 「 」 ， 。注 １ 入学者選抜手数料・寄宿舎料・入学金 は 該当しないものを抹消してください

２ 「 科 学年 組 」は，入学者選抜手数料・入学金の免除を受けよ（ ）

うとする者は，記入しないでください。
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令和元年台風第１９号による災害に伴う県立高等学校及び中学校の入学者

選抜手数料等の特例に関する規則の制定の概要について

１ 制定の概要

県立学校条例（昭和３９年宮城県条例第１６号）附則第５項から第７項までの規定に

基づき，令和元年台風第１９号により被災した生徒の入学者選抜手数料，入学金及び寄

宿舎料を免除する場合の要件及び手続について定めるもの。

２ 免除の要件

令和元年台風第１９号により被災した生徒等又は当該生徒等と生計を一にする者が，

次のいずれかに該当し，生活の基盤を確保できないため生活が困難となった場合

（１）住居の全壊又は半壊

（２）住居の流失

（３）世帯の収入の著しい減少

３ 免除の手続

免除申請書に免除に該当することを証する書類を添えて，入学者選抜手数料につい

ては受験する学校長に，入学金及び寄宿舎料については在学する学校長に提出する。

４ 免除の内容

（１）入学者選抜手数料（令和２年度入学者分）

（全日制２，２００円・定時制９５０円・通信制２００円）

（２）入学金（令和２年度）

（全日制５，６５０円・定時制２，１００円・通信制５００円）

（３）寄宿舎料（令和２年度）

（全日制月額３００円）

５ 施行期日

公布の日（令和元年１２月２４日）
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